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第
１
０
４
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
茨
城
大
会
第
５
日

は
・４
日
、

ノ
ー

ブ
ル
ホ
ー
ム

水
声
な
ど
５
球
場
で
２
回
戦

・３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

科
技
日
立
は
延
長
十
回
の

末
、

Ｄ
シ
ー
ド
の
常
総
学
院

に
６
１
５
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

し
た
。

水
戸
工
も
勝
田
正
に

逆
転
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収

め
た
．

水
戸
桜
ノ
牧
は
終
盤

の
逆
転
で
Ｄ
シ
ー
ド
の
水
戸

啓
明
を
下
し
、

境
は
佐
和
に

競
り
勝

っ
た
。

前
年
覇
者
の
鹿
島
学
園
は

茨
城
を
１０
１
３
の
七
回
コ
ー

ル
ド
で
退
け
た
。

石
岡

一
は

３９
点
の
大
勝
。

シ
ー
ド
の
土

浦
日
大
、

藤
代
、

日
立

一
、

つ
く
ば
国
際
、

常
磐
大
高
は

危
な
げ
な
く
３
回
戦
に
勝
ち

上
が

っ
た
。

江
戸
川
学
園
と

牛
久
も

コ
ー
ル
ド
勝
ち
し

た
，第

６
日
は
１５
日
、

同
球
場

な
ど
４
球
場
で
２
回
戦
の
残

り
８
試
合
が
行
わ
れ
る
．

日
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セ
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大
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科
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学
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一
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守
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一

石
岡
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笠
　
間
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科
技
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延
長
制
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地
鴫
の詩

逆
襲
の
夏
に
す
る
は
ず
だ

っ

た
，

６
年
ぶ
り
の
甲
子
園
を
目

指
し
た
常
総
学
院
は
創
部
以
来

初
め
て
、初

戦
で
姿
を
消
し
た
。

延
長
十
回
裏
■
死

一
、

二
塁
．

相
手
６
番
の
打
球
は
左
中
間

へ
。

サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
確
信
し

た
大
田
和
煙
翔
主
将

（３
年
）

は

一
度
地
面
に
膝
を

つ
い
た

後
、

整
列

へ
向
か

っ
た
。

「お
前
に
託
す
」

一‐借
り
を

返
し
て
く
れ
」
―
．

太
田
和
は

昨
夏
、

と
も
に
戦

っ
た
卒
業
生

の
思
い
を
引
き
継
い
だ
、

１
年

秋
か
ら
背
番
号

「
４
」を
つ
け
、

昨
春
の
セ
ン
バ
ツ
に
も
出
場
ゃ

唯

一
、

前
チ
ー
ム
か
ら
主
力
と

し
て
聖
地
を
目
指
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
、

昨
夏
の
敗
退
の
侮

し
さ
は
誰
よ
り
も
覚
え
て
い

る
ぅ

「自
分
た
ち
の
代
で
も
う

一

度
甲
子
園
へ
」と
始
動
し
た
が
、

道
は
険
し
か

っ
た
、

昨
秋
は
県

大
会
２
回
戦
、

今
春
も
県
大
会

３
回
戦
で
敗
退
。

本
県
高
校
野

球
を
け
ん
引
し
て
き
た
同
校
だ

か
ら
こ
そ
周
囲
か
ら
の
期
待
は

大
き
く
、

敗
れ
た
時
の
視
線
は

厳
し
い
．

こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
こ
と
は
、

主
将
が

一
番
理

解
し
て
い
た
。

「自
分
も
何
も

役
に
立
て
な
か
っ
た
。

主
将
だ

か
ら
試
合
で
使
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
た

一

昨
秋
、

重
圧
か
ら
プ
レ
ー
の

調
子
を
崩
す
と
、

島
田
直
也
監

督
（５２
）か
ら
主
将
を
辞
め
る
よ

う
に
宣
告
さ
れ
た
。

だ
が
、

途

中
で
投
げ
出
し
た
く
は
な
い
．

周
り
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、

継
続
を
直
談
判
．

改
め
て

「プ

レ
ー

で
引

っ
張
る
の
が
自
分
の

キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー

」
と
決
意
を

固
め
た
。

再
ス
タ
ー
ト
の
気
持
ち
で
臨

ん
だ
夏
の
初
戦
．

１
点
を
追
う

０

枚

七
回
無
死
二
塁
で
迎
え
た
第
４

打
席
，

習
く
入

っ
た
直
球
を
提

え
、中

前
へ
同
点
打
を
放

っ
た
。

さ
ら
に
、

敵
失
の
際
を
突
き

一

気
に
勝
ち
越
し
の
ホ
ー
ム
イ

ン
！

反
準
の
け
ん
引
役
を
担
っ

た
ｕ試

合
後
、

ベ
ン
チ
裏
で
涙
す

る
伸
間
に

「最
後
ま
で
き
っ
ち

り
や
ろ
う
」
と
気
丈
に
声
を
か

け
て
い
た
．

プ
レ
ー

だ
け
で
な

く
、

手
本
と
し
て
行
動
し
チ
ー

ム
を
引
っ
張
り
続
け
た
。

雪
辱

を
果
た
せ
な
か
っ
た
．

ほ
し
さ

を
押
し
殺
し
、

最
後
ま
で

″
常

総
の
主
将
″
を
全
う
し
た
。
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科 技 日立― 常総学院  9回 襲科技 日立 1死
一 塁、マウ ン ドで坂本 (左)に 声をか ける
大 田和主将 =日 立市民 、及川隆史撮影

網野が殊勲打

臨結手ず
臨

ｉ
ｔ
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
、

選
手
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
果
た
し
た
科
技
日
立
が
、

常
総
学
院
に
延

一

長
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
じ　
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晦
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⌒
十

印
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ウ

俺 が 一
オ
一
嘩
章
ｒ
中

一

な
る
」
と
強
い
気
持
ち
を
持

っ
て
、

外
角
の
直
球

一

を
振
り
抜
く
と
、

鋭
い
打
球
は
左
中
間
へ
．

試
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一

が
決
ま

っ
た
．
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